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　インフルエンザは毎年１２月～２月にかけて流行します。普通のかぜに比べて全身症状が強く気管支炎
や肺炎を併発し、重症化することが多いのが特徴です。発病や重症化を防ぐためにも、インフルエンザ
が流行する前に予防接種を受けておくことが有効です。
　市では、インフルエンザにり患すると重症化しやすい高齢者や小児の方を対象に、接種費用の一部を
助成します。
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インフルエンザワクチンの予防接種について

高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種について
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　肺炎球菌感染症は、肺炎球菌という細菌によって引き起こされる病気で、気管支炎・肺炎・敗血症な
どの重い合併症を起こすことがあるため、予防接種を受けておくことが有効です。
　この病気を防ぐための予防接種が平成２６年１０月１日から定期接種となり、市では、高齢者の方を対象
に接種費用の一部を助成します。
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